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Q 避難所において自治組織が立ち上がる過程は順調だったか。（校長）

（学校支援地域本部設置20校） （学校支援地域本部未設置20校）
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Q 学校支援地域本部のコーディネーター

は震災避難時，避難所運営，学校復旧で

どんな役割を果たしたか。（学校支援地域

本部設置20校の校長

 

複数回答可）

Q 学校支援地域本部等のシステム

は今後の学校運営に必要か。
（学校支援地域本部設置20校）

大いに必要95％

必要5％ 不要0％

○学校支援地域本部は，実質，避難所支援地域本部となり，避難住民

 

や子どもたち，先生方の声をボランティアが集約すると，みんなで不足

 

するものを持ち合い，配食や清掃などの自治的な動きは加速していきま

 

した。（学校支援コーディネーター，PTA）
○避難所運営の格差は，日頃の学校と地域住民のかかわりの質の格

 

差でもありました。（民生委員・学校支援コーディネーター，PTAOB）
○会議だけで顔を合わせる人よりも，定期的に子どもたちや先

 
生たちといっしょに汗をかいている人はごく自然なかたちで避難

 
所を支援する側に立っていました。（民生委員・学校支援コーディ

 

ネーター，PTAOB）

（地域との協働のシステムができていた学校）

○コーディネーターは学校と自治会，商店会などのたくさんの人たちを

 

つなぐ接着剤になりました。
○学校支援ボランティアの調整により，避難所開設時には，学校や子ど

 

もに配慮したルールができあがっていました。

○「先生は学校のことと家族のことを考えてください。避難所は

 
私たちにまかせて」と学校支援ボランティアからの声には胸がつ

 
まりました。
○コーディネーターやボランティアは学校再開に向けての避難所閉鎖の

 

時にこそ存在感が際だちました。避難住民と子どもたち，学校の様子が

 

よく分かっているからこその活躍でした。

〈校長，地域連携担当教員のコメントから〉

（地域との協働のシステムができていなかった学校）×物資を配布するにも，避難者の顔もわ

 

からず混乱しました。「権利を振りかざして」物資を奪っていく人たちや，どさくさに紛れて決め

 

られた数量を守らない人がいても，見過ごすしかありませんでした。

〈コーディネーターのコメントから〉

これから求められること！
○保護者の多くが，子どもをひとりで自宅においておきたくないと考えています。また，子ど

 

もも地震への不安がぬぐえず，放課後子ども教室の需要がますます高まっています。
○子どもたちの姿は，これまでに見たことのないようなオーバーアクションです。地域総ぐ

 

るみによる子育てこそ，復興には不可欠だと思います。
○全国からのボランティアが去り，雪がちらつく頃にこそ本当の復興は住民の手によって

 

進められていくものだと思います。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　この図は，本市における，この事業の趣旨と概要です。



　学校を支援していただけるみなさんを☆「学校支援ボランティア」と云い，活動に必要な調整を行っていただく地域のお世話役を☆「地域コーディネーター」と呼びます。また，これは本市独自のシステムですが，「地域コーディネーター」のまとめ役であり，この事業に関するほとんどの事務を担当する☆「スーパーバイザー」を置いています。学校では，☆「地域連携担当者」が窓口となり，学校の求めと地域の力のマッチングに努めます。この全体の仕組みを☆「学校支援地域本部」と言います。☆
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